
１

２

３

４

５

６

７

８

９

　１０

　１１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

　１０

　１１

は
、
と
く
に
委
員
か
ら
活
発

な
意
見
が
出
た
。

　
使
用
実
態
を
把
握
し
、
計

量
器
ご
と
の
個
別
の
実
情
を

ひ
と
つ
ひ
と
つ
吟
味
す
る
べ

き
で
あ
る
。
計
量
器
を
B
　to

B
と
い
っ
た
使
用
者
の
関
係

だ
け
で
区
分
し
て
い
る
が
、

分
銅
、
増
し
お
も
り
な
ど
は

薬
局
で
は
調
剤
用
に
B
　
C
to

と
し
て
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
薬
事
法
で
規
制
の
あ

る
血
圧
計
、
体
温
計
を
検
定

対
象
か
ら
外
す
と
、
計
量
法

で
規
定
さ
れ
て
い
た
品
質
維

持
が
果
た
し
て
薬
事
法
だ
け

で
カ
バ
ー
で
き
る
の
か
。
事

実
、
輸
入
品
の
ガ
ラ
ス
製
体

温
計
は
検
定
で
か
な
り
の
率

で
不
合
格
品
が
出
る
。
法
改

正
の
方
針
は
企
業
の
責
任
を

謳
っ
て
い
る
が
、
企
業
の
責

任
を
検
定
機
関
で
あ
る
地
方

自
治
体
が
肩
代
わ
り
し
て
い

る
実
態
を
ど
う
考
え
る
べ
き

か
。
と
、
骨
子
案
へ
の
疑
問

が
数
多
く
出
さ
れ
た
。
こ
れ

に
対
し
事
務
局
は
心
情
的
に

は
理
解
を
示
す
が
、
費
用
対

効
果
を
考
え
た
規
制
が
検
討

の
重
要
な
点
で
あ
る
と
述
べ

た
。

　
ほ
か
、
指
定
製
造
事
業
所

の
指
定
は
地
方
自
治
体
が
行

う
た
め
、
各
地
に
事
業
所
を

持
つ
企
業
で
は
業
務
が
煩
雑

に
な
る
。
本
社
一
括
で
指
定

が
受
け
ら
れ
る
制
度
検
討
を

望
む
意
見
が
出
さ
れ
た
。
基

準
器
制
度
と
J
C
S
S
を
整

合
さ
せ
る
案
に
賛
成
す
る
声

も
あ
っ
た
。

　
委
員
の
意
見
を
受
け
、
終

わ
り
に
松
本
隆
太
郎
審
議
官

が
発
言
し
た
。
検
定
業
務
の

民
間
開
放
な
ど
を
例
に
、
計

量
法
見
直
し
の
主
旨
は
、
閣

議
決
定
に
よ
る
規
制
緩
和
、

行
政
改
革
の
流
れ
に
よ
る
も

の
で
あ
る
、
と
ま
と
め
た
。

（
韻
面
へ
つ
づ
く
）
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内
室
長
は
、
M
I
D
は
欧
州

各
国
で
も
自
国
の
法
と
整
合

さ
せ
る
作
業
を
行
っ
て
い
る

段
階
で
、
現
在
調
査
中
で
あ

る
と
回
答
し
た
。
検
定
に
関

し
て
も
国
際
整
合
化
の
視
点

を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
い
う
意
見
に
は
、
そ

の
際
は
M
I
D
で
は
な
く
O

I
M
L
（
国
際
法
定
計
量
条

約
）
に
準
拠
し
て
検
討
し
て

い
く
、
と
答
え
た
。

心
情
的
に
理
解
も
、

費
用
対
効
果
を
強
調

　
骨
子
案
に
は
、
1
9
9
9

年
の
地
方
分
権
一
括
法
に
よ

る
計
量
制
度
の
自
治
事
務

化
、
2
0
0
4
年
閣
議
決
定

の
「
規
制
改
革
・
民
間
開
放

推
進
3
か
年
計
画
」
が
背
景

に
あ
る
。

　
骨
子
案
の
柱
は
2
つ
。
1

つ
は
規
制
対
象
と
な
る
特
定

計
量
器
を
消
費
者
に
広
く
使

わ
れ
る
も
の
に
限
定
す
る
。

具
体
的
に
は
、
機
械
式
は
か

り
や
分
銅
、
定
量
増
し
お
も

り
、
騒
音
計
な
ど
、
企
業
間

取
引
（
B
　
B
）
で
使
わ
れ

to

る
計
量
器
は
、
互
い
が
技
術

的
知
見
を
持
つ
と
見
な
し
て

規
制
の
対
象
外
と
す
る
。
他

法
令
の
規
制
が
あ
る
計
量
器

や
、
J
I
S
マ
ー
ク
の
活
用

が
適
し
て
い
る
家
庭
用
計
量

器
も
対
象
外
と
す
る
。
C
N

G
（
圧
縮
天
然
ガ
ス
）
メ
ー

タ
ー
、
自
動
は
か
り
な
ど
、

規
制
の
要
望
の
あ
る
計
量
器

に
関
し
て
は
そ
の
必
要
性
を

検
討
す
る
。

　
2
つ
目
は
、
検
査
制
度
に

民
間
活
力
を
導
入
す
る
。
検

査
・
検
定
に
お
け
る
第
三
者

認
証
制
度
の
適
用
、
指
定
検

査
機
関
制
度
の
さ
ら
な
る
活

用
、
検
査
等
に
よ
る
事
後
規

制
の
充
実
、
構
造
要
件
を
踏

ま
え
た
基
準
器
制
度
と
J
C

S
S
の
整
合
な
ど
が
提
示
さ

れ
た
。

　
特
定
計
量
器
の
見
直
し
で

（1） 2005年（平成17年）12月11日（日）第 2611 号 （　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

来年開催の小委で中間報告、以降具体的検討へ
　
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会
第
1
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
W
G
）
第
3
回
会
合
が
　
月
　
日
、
第
3
W
G
第
7
回

11

30

会
合
が
　
月
2
日
、
経
済
産
業
省
で
開
か
れ
た
。

12

　
会
合
の
中
で
、
各
W
G
の
方
向
性
を
示
す
骨
子
案
が
提

示
さ
れ
た
。　
月
　
日
に
第
3
回
会
合
を
行
っ
た
第
2
W

11

28

G
（
本
紙
2
6
1
0
号
既
報
）
と
合
わ
せ
、
検
討
を
考
え

る
上
で
の
具
体
的
方
針
が
出
揃
っ
た
こ
と
に
な
る
。
第
1

W
G
は
規
制
対
象
計
量
器
を
必
要
最
小
限
に
す
る
見
直

し
、
民
間
能
力
を
活
用
し
た
規
制
方
法
を
検
討
す
る
。
第

3
W
G
は
準
国
家
計
量
標
準
制
度
の
創
設
、
J
C
S
S
の

拡
充
、
特
定
計
量
証
明
事
業
（
M
L
A
P
）
の
国
際
整
合

化
を
検
討
す
る
。
骨
子
案
は
、
来
年
2
月
頃
開
催
予
定
の

計
量
制
度
検
討
小
委
員
会
を
経
て
、
引
き
続
き
細
部
の
検

討
を
各
W
G
で
行
う
。

第
1
は
規
制
対
象
計
量
器
を
必
要
最
小
限
に

第
3
は
準
国
家
計
量
標
準
制
度
創
設

第
1
・
3
W
G
骨
子
案
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   陰
面

大
臣
表
彰
、
受
賞
の
こ
と
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隠
面

「
計
量
法
の
抜
本
的
見
直
し
」
の
審
議
動
向
と
私
の
考
え
方
 　
　
韻
面

チ
ノ
ー
社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
桓
　
　
　
　
　
   　
　
　
　
  吋
面

寄
稿
・
蓑
輪
善
蔵
氏
「
計
量
法
改
正
雑
感
追
補
」
敢
　
　
　
右
面

計
量
計
測
の
美
し
い
流
れ
を
訪
ね
て
棺
　
　
　
   　
 　
右
面

資
料
・
計
量
行
政
審
議
会
平
成
　
年
度
第
1
回
議
事
録
　
      宇
面

17

私
の
履
歴
書
・齊
藤
勝
夫
欺
、社
説
、計
量
ひ
と
く
ち
メ
モ
　
烏
面

新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
、
計
コ
ン
資
格
取
得
研
修
会
ほ
か
　
　
 羽
面

計量制度検討小委

第
1
W
G
 

　
第
1
W
G
は
計
量
法
が
規

定
す
る
特
定
計
量
器
に
お
け

る
検
査
・
検
定
制
度
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
。

　
第
3
回
会
合
で
は
、
前
回

同
W
G
議
事
録
の
内
容
に
つ

い
て
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ

た
。
続
い
て
花
日
本
計
量
振

興
協
会
の
印
南
武
雄
常
務
理

事
が
計
量
強
調
月
間
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　
事
務
局
を
務
め
る
籔
内
雅

幸
計
量
行
政
室
長
が
、
海
外

調
査
結
果
を
報
告
し
た
。
同

W
G
の
検
討
課
題
で
あ
る
検

定
・
検
査
制
度
を
焦
点
に
、

イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ

ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ

カ
、
カ
ナ
ダ
各
国
が
ど
の
よ

う
に
法
定
計
量
制
度
の
役
割

分
担
を
し
て
い
る
か
説
明
し

た
。

　
特
定
計
量
器
を
扱
う
同
W

G
の
動
向
は
、
計
量
機
器

メ
ー
カ
ー
か
ら
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。
2
0
0
6
年
か
ら

始
ま
る
欧
州
機
器
指
令
（
M

I
D
）
は
、
機
器
輸
出
に
も

関
わ
る
た
め
、
メ
ー
カ
ー
に

と
っ
て
そ
の
動
向
が
大
い
に

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
報
告
の
中
で
M
I
D
の
動

向
を
反
映
し
て
い
な
い
点
を

指
摘
す
る
意
見
に
対
し
て
籔


